
【目指す学校像】

【目指す児童像】

【目指す教師像】

領域
中期経営目標

（３年間）
短期経営目標

（１年間）
具体的方策 評価 評価 次年度への改善策

4 継続的に計画を８０％実施した 4 定着率が平均７５点以上だった

3 ７０％以上程度計画通り実施した 3 定着率が平均６５点以上だった

2 ６０％以上程度計画通り実施した 2 定着率が平均５０点以上だった

1 計画的にできなかった 1  定着率が平均５０点未満だった

4 継続的に計画を８０％実施した 4 定着率が平均６５点以上だった

3 70％以上程度計画通り実施した 3 定着率が平均５５点以上だった

2 ６０％以上程度計画通り実施した 2 定着率が平均４５点以上だった

1 計画的にできなかった 1  定着率が平均４５点未満だった

4 家庭学習をほぼ毎日出して取り組ませた 4 目安時間の家庭学習が身に付いた児童が８０％以上いた

3 家庭学習を８０％以上程度ほぼ取り組ませた 3 目安時間の家庭学習が身に付いた児童が７０％以上いた

2  家庭学習を６０％以上程度計画通り実施した 2 目安時間の家庭学習が身に付いた児童が６０％以上いた

1 家庭学習が計画的にできなかった 1 目安時間の家庭学習が身に付いた児童が６０％以下いた

4 計画を９０％実施した 4 授業が分かる児童が８0％以上だった

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 授業が分かる児童が７0％以上だった

2 ６０％以上程度計画通り実施した 2 授業が分かる児童が６0％以上だった

1 ６０％未満で計画通り実施した 1 授業が分かる児童が６0％未満だった

4 計画を９０％実施した 4 目標を達成した児童が８0％以上だった

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 目標を達成した児童が７0％以上だった

2 ６０％以上程度計画通り実施した 2 目標を達成した児童が６0％以上だった

1 ６０％未満で計画通り実施した 1 目標を達成した児童が６０％未満だった

4 体験活動の計画を９０％実施した 4 協働して活動する児童が８０％以上になった

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 協働して活動する児童が７０％以上になった

2 ６０％以上程度計画通り実施した 2 協働して活動する児童が６０％以上になった

1 ６０％未満で計画通り実施した 1 協働して活動する児童が６０％未満だった

4 学習規律や教室環境を90％徹底・整備した 4 学習規律が身に付いた児童が８０％以上だった

3 ８０％以上の実施した 3 学習規律が身に付いた児童が７０％以上だった

2 ７０％以上程度計画通り実施した 2 学習規律が身に付いた児童が６０％以上だった

1 ７０％未満で計画通り実施した 1 学習規律が身に付いた児童が６０％未満だった

4 共有し、組織的に対応することができた 4 配慮を要する児童に対応することができた

3 共有し、組織的にほぼ対応することができた 3 配慮を要する児童にほぼ対応することができた

2 共有し、組織的にあまり対応することができた 2 配慮を要する児童にあまり対応することができた

1 組織的に対応することができなかった 1 配慮をを要する児童に対応することができなかった

4 計画を９０％実施した 4 児童の８0％以上が取り組めた

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 児童の７0％以上が取り組めた

2 ７０％以上程度計画通り実施した 2 児童の６0％以上が取り組めた

1 ７０％未満で計画通り実施した 1 児童の６0％未満が取り組めた

4 継続的に計画を９０％実施した 4 児童の８0％以上が実践に取り組めた

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 児童の７0％以上が実践に取り組めた

2 ７０％以上程度計画通り実施した 2 児童の６0％以上が実践に取り組めた

1 ７０％未満で計画通り実施した 1 児童の６0％未満が実践に取り組めた

4 継続的に計画を９０％実施した 4 ３０時間は越えなかった

3 ８０％以上程度計画通り実施した 3 ４０時間は越えなった

2 ７０％以上程度計画通り実施した 2 50時間は越えなかった

1 ７０％未満で計画通り実施した 1 50時間以上が勤務時間外だった

令和4年度　 府中市立南白糸台小学校経営計画

学校教育目標
○進んで学ぶ子ども(知)
〇助け合う子ども（徳）
○たくましい子供（体）

ビジョン

自分らしさが見つかる学校【自分の得意なことを見つけ、自分らしさを伸ばし、表現できる学校】

はきはきと学ぶ南白っ子【学習意欲が高い子】、わくわくと笑顔の南白っ子【正義感をもつ子】、のびのびと活躍できる南白っ子【活躍できる子】

身なりを整え、礼儀も覚え、子供のために、学び続ける、教師でありたい！

総括評価（まとめ）…3.5以下を強調した。

取組指標 成果指標

確
か
な
学
力

端末の活用を推
進し、学力の基
礎基本である言
語因子や数量因
子を確実に身に
付けさせるととも
に、家庭学習に
ついて家庭に啓
発し、家庭学習
の習慣を定着さ
せる。
（CSの推進・評
価・小中と連携し
ながら）

学習の基礎となる「数量
因子」と「言語因子」の定
着と向上を図り，児童が
習得目標を達成するよう
にする。
【基礎・基本を定着させる
ための全校共通実践】
（通常級担任）

①国語〔言語事項〕　漢字など（期末に実施
する言語のワーク）を活用して実施する。

4.0

校内研を充実さ
せ、情報活用能
力を身に付けさ
せ、授業改善を
推進する（通常
級担任）

一人一台端末の活用し、
南白情報スキルを習得さ
せる。（通常級担任）

④生活科・理科等を中心に、端末を活用し
授業中に児童一人一人の情報習得技能の
定着を図る。（自己申告書の授業を含め
る）

学習習慣の定着を図る【家
庭学習のすすめの活用】
（通常級）

③各学年に応じた、１０分×学年（時間）以
上を設定して啓発を図り、家庭学習習慣を
定着させる。

3.9

ひばり教室の児
童の個に応じた
指導を充実する

ひばり教室の児童に対し、
個別の支援計画及び、個別
指導計画を保護者と共有
し、目標達成のための指導
を充実させる（せせらぎ）

⑤ひばり教室の児童に学校生活支援シー
ト及び、個別指導計画に基づき、指導を推
進し、個に応じた目標を達成するようにす
る。

3.5

②東京ベーシックドリルを実施する。
算数の「知識・技能」を身に付ける

3.8 3.8
東京ベーシックドリルは活用が進み、算数の基礎的・基本的な理
解は確実に成果があげている。継続して取り組んでいく。

3.6

家庭学習が計画的に実施できるようにした。反復の学習に取り組
めるようになってきている。個々により差があるため、休み時間
等を活用し、指導・支援をする必要がある。専科等もその教科に
あった家庭学習を考えていく。

端末を活用して、児童のスキルは向上している。学習の理解にも
つながっている。少しずつ、1学期（中間）より、数値があがって
きているが、来年度は基準を明確にして、客観的に評価ができる
ようにしていく。

個別指導計画は共有し、目標を達成できるように取り組むことが
できた。概ね達成はできているが、日常的に通常級の中での支援
方法を取り組めるように、ひばり教室と具体的な策を考えてい
く。

感染予防を講じ、体験を通し、共に認め合うことができた。効率
的に行うためには、行事等を見直し、子供が集中して取り組むよ
うにしていく。ただし、コロナ禍で機会が減っており、計画的な
実施が難しかった。

豊
か
な
心

ウイズコロナの中
でも改善・工夫
し、体験活動を
充実させ、豊か
な心の醸成を図
るとともに、授業
規律・教室環境
を徹底し、配慮を
要する児童の対
応を組織的に行
う（CSの推進・評
価・小中と連携し
ながら）

ウイズコロナの中でも、体験
活動を改善工夫し、総合的
な学習の時間、特別活動等
の充実を図る（全教員）

⑥年間の学校行事、校外学習、特別活動
（縦割り班活動・学級活動）、総合的な学習
の時間等をバランスよく位置付け、体験を
通して心の交流を図り、共に認め合う気持
ちを育てる

3.4

いじめ対策委員会・校内
員会等で配慮を要する児
童やいじめの対応策を考
え、実施する（全教員）

⑧法に基づくいじめの対応、校内委員会・
いじめ対策委員会の充実を図り、配慮を要
する児童の問題行動への支援・指導に学
級・学年・学校で組織的に対応する（一人
で抱え込まない）

3.5

ユニバーサルデザインを
意識した規則の統一（南
白小のきまり）、刺激が少
ない環境づくりをする。
（全教員）

⑦ユニバーサルデザインの視点から学習
規律・教室環境を徹底し、聞く・話す態度を
育成する。（学習の約束、教室環境の徹底
を図る）

3.6 3.3

基本的な生活習慣を身
に付け、健康の保持増進
に取り組む（全教員）

⑩朝の時間や保健、道徳の時間等を活用
して児童自身に、基本的な生活習慣につ
いて考え、実践する（生活習慣の振り返り）

3.4

健
や
か
な
体

体力向上を推進
したり、生活習慣
の改善を図る指
導を実施したりし
ながら、健康の保
持増進に取り組
む

体力向上、外遊びに取り
組み体力調査を活用し、
健やかな体を育成する
（全教員）

⑨学期に２度程度の学校行事・集会活動
等を通して、運動や遊びに楽しく参加する
児童を増やし、健やかな体を育成する

3.3

働
き
方
改
革

ライフワーク・バラ
ンスを推進し、必
要な会議・行事・
教育課程を見直
し、働き方改革を
推進する。

行事等で効率化できない
か管理職にボトムアップ
し仕事の効率化を目指
し、働きやすい環境をつく
る。（全教職員）

⑪主幹教諭・主任教諭は、効率的な校務を
意識し、勤務時間外の仕事を月３０時間以
内にする。

2.2

毎日の生活保健指導を通して、コロナの予防を自らする児童が増
えた。生活習慣については、家庭の協力を得られるように働きか
けが必要である。

課題が残った項目である。放課後に余裕をもった職務ができるように教
育課程の編成を工夫していく。必要のない会議は縮小していくようにす
る。時間外の会議は避ける。

次年度へ向けて

言語（漢字）に関する定着も高い。文章の中で使える、様々な場
面を捉え、「生きて働く知識・技能」として指導をしていく。さ
らに定着率をあげていく。

3.6

3.1

2.1

3.4

定着については個人や学級の差がある。配慮をを要する児童への
授業規律を整えていく必要がある。個別的なルールを考え、トラ
ブルを回避する方法等を共有していく必要がある。

毎日のように、相談をしながら突発的な問題行動にも組織的に対
応ができた。一人で抱え込まない教師の姿勢が浸透している。個
別や小集団活動では、成果が見られたが、学級全体の活動では指
導が難しい児童がいるため、支援員の効果的な配置等を考えてい
く。

1学期より、数値は向上し体力向上に取り組むことができた。進ん
で外遊びする児童が減っており、体を動かす楽しさを味わわせる
必要がある。

3.7

3.6

3.1 3.4

3.4


